
腸管免疫賦活によるパーキンソン病予防の研究

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2017-03-31

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://kobe-tokiwa.repo.nii.ac.jp/records/424URL



神戸常盤大学紀要　　第 10 号　2017

135－　 －

3年目幼稚園教諭の職能形成をはかる研究者のかかわりについて―継続研究― 
 

多田琴子 
光成研一郎 

 
本研究は、一人の新人幼稚園教諭を研究対象者とし、その保育活動を 3 年にわたって観

察し、教師力の成長および新人教諭にかかわる課題を見出す継続研究である。1年目、2年
目の研究を終えて見いだした研究対象者の課題は、保育の見通しをもつこと、自身の教師

力を自覚すること、管理職の指導を自身の保育にいかすことの 3点であった。そこで、3年
目は、研究対象者が保育の見通しをもつことに視点を当てかかわることにした。 
研究目的の一つ目は、研究対象者自身が、過去 2年間の保育実践を基に、5歳児月別活動

計画を立案し、保育の見通しがもてるようになることを目指す。二つ目は、研究対象者の

作成した 5歳児月別活動計画と園の教育課程を踏まえ、研究者として作成する 5歳児年
間指導計画立案の過程で、5歳児にふさわしい保育の有り様を解説する。研究対象者の
幼稚園教諭としての職能形成をはかると共に、教師力向上への視点を析出するとした。 
結果、研究対象者が保育の見通しとして作成した 5 歳児月別活動計画を基に、園の教育課
程を入れ込み、5歳児年間指導計画立案に至った。教師力向上の視点として見いだした課題
は、①共同作業者として一緒に思考する。②課題が自覚できる対話を行う。③保育の見通

しをもつために保育活動を「見える化」するである。しかし、研究者・管理職と 3 年目幼
稚園教諭との保育観のずれが埋まらないという実感は残った。 
 
 
   
 

プレセプシン複合体の形成機序の解明 
― 相互作用タンパクの同定 ― 

 
溝越祐志

澤村 暢 澁谷雪子 野村秀明 鈴木高史

 
【背景】敗血症マーカーであるプレセプシンは CD14 分子の N 末端フラグメントである。
健常人血清を強撹拌することで、本来よりも大きい分子量分画中にプレセプシン抗体と反

応する複合体が、形成されることが知られており問題となっている。しかし、この高分子

複合体が形成される機構や複合体形成タンパク質の精製・同定はなされていない。今回こ

の複合体について検討を行ったので報告する。 
【方法】同意を得た健常人血清を撹拌後、抗プレセプシン抗体感作磁性ビーズを用いた免

疫沈降を行い、SDS-PAGE、ウェスタンブロッティング及び銀染色によりプレセプシンを
検出した。また、現在 Myc tag, his tag 標識 CD14 を発現させるため、CRISPR/Cas9 シ
ステムを用いたゲノム編集の実験系の構築を行っている。 
【結果と考察】リコンビナントプレセプシンを用いた検討で、目的とする 13kDa 付近に
バンドを検出し、プレセプシン検出を確認した。また、撹拌後血清では、100 kDa 付近に
バンドが認められ、複合体の形成が示唆された。しかし、銀染色を実施したところ、目的

バンド以外にもバンドが検出され、非特異吸着が確認されたため、質量分析が不可能であ

った。現在、非特異吸着を回避するため、his及び myc tag 付きのプレセプシン作製を培
養細胞系で試みている。 
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腸管免疫賦活によるパーキンソン病予防の研究 
 

澤田浩秀 
小木曽昇（国立長寿医療研究センター） 井本しおん

パーキンソン病（PD）の予防および治療に関する研究として、腸管と脳との関連性に着
目し、酪酸などの短鎖脂肪酸を投与して腸管局所免疫の賦活化させることによって、PD に
おける黒質ドーパミン神経変性を抑制することが可能かどうか、また、バンコマイシン等

の抗生物質を投与して腸管免疫を脆弱化させた場合、ドーパミン神経変性がどのように影

響するかを検討した。

 8～9 週齢の C57BL/6J 雄マウスに、ドーパミン神経を傷害する薬物である rotenone
（30mg/Kg）を 56日間連日経口投与することにより PD モデルマウスを作成した。さらに、
これらのマウスに、酪酸（rotenone-butylate 群）、混合短鎖脂肪酸（酢酸、プルピオン酸、
酪酸。rotenone-SCFA 群）、およびバンコマイシン（rotenone-vancomycin 群）を連日経口投
与することにより、黒質ドーパミン神経変性への影響について確かめた。 
 Rotenone を経口投与したマウスは、対照群と比較して黒質ドーパミン神経細胞の減少が
観察された。rotenone-butylate 群、rotenone-SCFA 群、および Rotenone-vancomycin 群それ
ぞれの黒質ドーパミン神経細胞の変動について、rotenone を単独に投与した群と比較して、
有意なドーパミン神経細胞減少の抑制は観察されなかった。さらに、実験に用いるマウス

を追加し有意な効果が認められるかどうか検討を続けている。

 
 
 
 

ツェツェバエ由来 defensin分子の抗微生物活性解析

鈴木高史

アフリカトリパノソーマ原虫を媒介するツェツェバエ（Glossina palpalis）は抗菌ペプチ
ド defensin（Gpdef）分子を発現しているが、その機能は未解析のままである。そこで、Gpdef
分子の新規感染症コントロールツールとしての確立を目指し、Gpdef分子の抗微生物活性プ
ロファイルを明らかにすることを目的として以下の解析を行った（本研究は自治医科大学

との共同研究である）。

(1) Gpdefの in silico解析を行った結果、「VTCNIGEWACVAHCNAKSKKSGYCSRGVCYCTS」
が mature formと推定された。そこで、この配列のペプチドを合成し、大腸菌、黄色ブドウ
球菌（メシチリン感受性、メシチリン耐性）に対する抗菌活性解析を行った。その結果、

いずれの細菌を培養した培地上にも阻止円は形成されなかった。再度、合成を行うととも

に、in silico解析により、「ACVAHCNAKSKK」が活性ドメインと推定されたので、この部
分のみのペプチド合成を行い、同様の解析を進めている。

(2) ハマダラカ（Anopheles stephensi ）の中腸に本 defensin分子を発現させ、マラリア原虫
を感染させたときに Oocyst の数が有意に減少した。そこで現在、再現性の確認を行ってい
る。
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